
���書評を用いた書籍情報の分析

中山翔介 � 冨山北斗 � 伊東栄典 � 廣川佐千男 �

� 九州大学理学部物理学科情報理学コース
� 九州大学大学院システム情報科学府 � 九州大学情報基盤センター

� はじめに

現在���には，個人が自分の嗜好に基づいて商品
について評価する評判情報が増大している．評価の対
象としては，書籍や映画，芸能人，様々な商品，レス
トランなど様々なものがある．
その理由に，����や �	�
����
� 	��������� �����

といった，個人が情報発信することのできる���
��������

�����
��� ����
�の利用者数の急増がある ���．����

や �	�では，個人が自分の嗜好に基づいて商品に対
する評判を記述することが多い。これはアフィリエイ
トも関係している．
また，���上の商品販売サイトにおける，利用者レ
ビューも増大している．販売サイトでは販売促進のた
めに，商品に対する利用者からの評価 
�������を記載
することが多い．たとえば ��
 ��!���では書籍に
対する書評を記載している，�
�
��!���では "�等
の電子機器についての評価を記載している．
我々は個人的な嗜好に基づいた評判情報の分析を
行っている �#$ %�! また，個人的な嗜好に基づく，アイ
テム 
商品�推薦についての研究も行っている �%�! 本
研究では，具体的な対象として書籍を選び，個人書評
を利用した，書籍推薦システムの構築を目指している!

本稿では，システム開発のための，書評����におけ
る書評情報の分析について述べる．

� ���書評

��� 「書評����」

「書評����」�&�は，「�'����' (
���
���'」という
サイトの管理人 �
����氏が管理運営している����

サイトである．サイトは "�������システムを利用し
ており，誰でも自由に書評を書き加えることができる．
ここには書評のみが蓄積されているため，ノイズを含
まない書評を閲覧可能である!

��� 書籍販売サイトの書評

��
 ��!��!)*に代表されるように，書籍販売サイ
トでは，書籍に関するレビューを公開している．こう
したサイトでは，利用者からのレビュー投稿を+�を
用いて管理している場合が多いため，レビューの構造
が特定できるため，系統的な利用が可能である．ただ
し，レビュー情報を分析するためには，その+�内の
情報を入手する必要がある．

��� �	
�や �
�内の書評

����や �	�では，個人が私的な嗜好に基づいてあ
る特定の商品に対する評判を記述することが多い。書
籍は評価を書きやすい対象であるためか，書籍への感
想の記述は多い．

����や �	�から書評を収集には問題がある．まず，
書籍関連情報の特定が困難である．����や �	�内で
は雑多な記述が多く，書籍に関連する記事かの判定が
必要になる．また，作家と書籍タイトルの特定が問題
になる．
さらに，収集量も問題にある．����は公開されて
いることが多いが，�	�は基本的に閉鎖されているた
め，大量の情報収集は困難である!

��� ���掲示板内の書評

「#�,」に代表される���掲示板の利用者も増加し
ている．���掲示板内には多数の書評が有るものの，
書込み数の膨大さとノイズ率の高さから，掲示板から
の書評特定は困難である．

� 傾向分析

書評の分析の手始めとして，入手が容易な「書評
����」から書評を入手した．本節ではその分析につい
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て述べる．

��� 傾向分析

研究室で作成しているクローラー �-�を用い，#..年
%.月 #�日から #-日の三日間で書評の収集を行った．
収集したファイルは，�%$%/0個で，総ファイルサイズ
は 0/-�である．「書評����」において，書評の記述
がある作家数は #$0#�人である．また，識別できるレ
ビュアー数は &$-�1人であるただし，「書評����」で
は，一人のレビュアーが別名で書評を記述することが
可能であるため，現実のレビュアー数とは異なる可能
性がある．

書評ファイル数 �%$%/0 個
作家数 #$0#� 人
レビュアー数 &$-�1 人

��� レビュアー・作家数の分析

書評件数の多い作家は，人気作家であると言える．
そこで，まず一人の作家あたりの書評件数を分析した．
紙面の都合から平均書評件数だけを述べる! 作家あた
りの平均書評件数は %.!�/�件であった．
次に各レビュアーが記述した書評の数を分析した．
図 %に，レビュアーごとの書評数をプロット図を示す．
2軸はレビュアー，3軸はそのレビュアーの書いた書
評数である．どちらも ��� ��
��にしている．また，2

軸のレビュアーは，書評数の多い順で並べている．な
お，レビュアー一人が記述した書評の平均数は #!�0-

人である．

図 %4 レビュアーごとの作家数

図 %は，5�*6の法則とは異なる傾向を示している．
5�*6の法則では直線の冪分布になるが，図 %では �箇
所に折れ曲がりがある線となっている．これは書評特
有の現象かもしれないし，収集した書評数が少ないた
めかもしれない．今後の詳細な分析が必要である．

��� 関連分析

研究室で作成してる「概念グラフ」�#�を用いて，作
家間の関係を分析を行った．概念グラフでは文書群か
ら単語間の関係を抽出する．予め，レビュアー毎に，
そのレビュアーが書いた書籍の作家名のリストを作成
し，リストを文書，単語を作家名として置き換えて概
念グラフを構築した．
図 #に，「赤川次郎 78 村上春樹 78 村上龍」を入
力し，作家間の関係を示す!

図 #4 作家間の関係 
赤川次郎，村上春樹，村上龍�

� おわりに

本稿では，���上に存在する書評（書籍へのレビ
ュー）を用いた書籍情報の分析についての考察を行っ
た．また，「書評����」にある書評の分析を行った!

今後は，更なる詳細な分析を行う予定である．また，
��
 ��などの書籍販売サイトからの書評収集も行う
予定である! 最後に，評判情報に基づく推薦システム
を開発する予定である．
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